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昭和５３年度総会一般講演要旨

（２）春植サトウキビの生育中・後期における生育

特性について～予報～

琉大農：野瀬昭博※，難波修，宮里清松，仲間操

方法・実験は農学部附属農場のジャーガル畑で，Ｎ・

Ｃｏ３７６を用いて行なった．植付は昭和52年４月１３．１４

日に，畦幅150”，株間30噸となるように，植付機で行

なった．施肥は基肥として植付時に甘薦特号（1４－５－

８）を10ａ当り16Ｍ,，追肥として７月17日に同上肥料

を120A,／１０ａを施与した．調査は８月から12月にか

け，ほぼlか月ごとに５回行なった．各調査には，１畦

の３池を１ブロックとして，３ブロック使用した．

結果の概要・サトウキビの生部の合計童は，８月から

10月にかけて大きな増加を示し，その後増加の程度が小

さくなる傾向を示した．枯死部も含めた総重は８月から

11月にかけて大きな増加を示し，１２月にかけて一定にな

る傾向を示した．枯死部は10月以後増大した．

茎重は８月以後漸次増大する傾向を示した．このと

き，茎数は８月以後目に１本程度の増加を示したが，１

本茎重はこの期間に大きな増加を示す傾向にあった．

個体群生長率（ＣＧＲ），茎生長率（ＹＧＲ），純同

化率（ＮＡＲ），平均葉面積指数（ＭＬＡＩ）は，いず

れも９月10月にかけて最大値を示した．以上の生長函数

の各パラメターの関係で，ＣＧＲとＮＡＲの間に1％水

準で有意な正のlfl関が認められた．

（１）サトウキビ品種の物質生産に関する研究

一葉身形質によるサトウキビ品種の分類一

沖縄県農試：島袋正樹※，工繭政明

世界各地で育成された多数の品種について，葉身に関

する形態的形質を調査し，葉身傾斜角とその他の形質と

の関係，葉身形質相互間の関係を明らかにするとともに

葉身特性からみた品種分類を試みた．

１）葉身傾斜角の小さい品種（直立葉）は概して葉巾

が狭く一葉面積が小さく，一葉童が軽く，中肋／葉

身重比が高い傾向を示した．

２）葉身傾斜角に対してその他の葉身形質が因果関係

をなしていろと考え，経路分析を行った結果は一葉

面積，一葉電，中肋／葉身重比が原因系して相対的

に大きい値を示した．

３）葉身形質について主成分分析を行い品種の分類を

試みた．第一，第一，第二主成分による累積寄与率

は72.9％であり，かなりの'盾報が得られたことにな

る．

４）第一主成分の固有ベクトルは一葉面積，一葉童，

葉巾，葉身傾斜角が正，中肋／葉身重比が負であ

る．第一主成分が正で大きい値は一葉が大型化する

方向で，逆は一葉が小型化し，直立する方向であ

る．したがって，第一主成分によって熱帯型，亜熱

帯型，温帯型の３型として分類してみた．熱帯型と

してはインドネシア，ハワイ，プエルトリコ等で育

成された品種群，温帯型としてはフロリダ，ナター

ル，ルイジアナ，沖縄，種子島等で育成された品種

群が属した．

５）沖縄における戦前から現在までの奨励品種を概観

すると熱帯型から亜熱帯型に移動していろと考えら

れた．

６）ＮＣｏ３１０を原点として葉身形質からみた今後の

品種改良の方向を想定する場合，３つの方向が考え

られろ．１つは温帯適応型に近づきＮＣｏ３１０より

も一葉面積が小，直立葉，原葉を有するタイプ，２

つはＮＣｏ３１０よりも一葉面積が小，直立葉，薄葉

を有するタイプ，３つはＮＣｏ３１０よりも一葉面積

が同程度ないしは大，直立葉，原葉を有するタイプ

が考えられろ．

(3)サトウキビ増収法に関する土壌肥料学的考察

１．ジャーガルと国頭礫層における養分吸収の

相違

琉大農：大屋一弘※，西垣晋，渡嘉敷義浩

沖縄のサトウキビ増収技術の組立てに資するために土

壌と肥料の観点から調査研究を行っているが，今回は理

化学性の著しく異なる２種類の土壌でサトウキビの生育

過程における養分吸収の量的動向について調査したので

その結果を報告する．

琉大石嶺農場（ジャーガル，稲嶺統土壌）の第２回株

出キビ（1976～1977,品種ＮＣｏ３７６）と県農試名護支

場我部祖河圃場（国頭礫層造成地）の第２回株出キビ

（1976～1977,品種ＮＣｏ３１０)について調査を行い，サ

トウキビを７月上～中旬，１０月下旬～11月中旬，１月中

～下旬にサンプリングして窒素，りん酸，カリなどを分

析すると同時に立毛数，生体重，乾物軍などを測定し
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ＷＭＶが検出された．

以上のように供試したモザイク病株の病原ウイルスと

しては，①ＷＭＶが最も多く，病株はモザイク症状や奇

形葉を示し，果実はコブ状病斑を生ずる．②汁液伝染ウ

イルスおよび非汁液伝染性ウイルス（いずれも未同定）

の発生が認められた．これら２種ウイルスが分離された

モザイク病株には，いずれもコブ状果実を生じた．未同

定ウイルスの諸性質については現在実験｢|'である．

た．

結果１，立毛数は６月～７月に最大になりその後や

や減少する．

２，生体重は10月～11月に岐高となるが，乾物

電は収穫期に最高となる．これは茎の重iit

増加のためである．

３，サトウキビの各部位（葉身，災鞘，茎）に

おける窒素とカリの含有率は大|)|i:成熟1ujに

著しく低くなるが，りん酸は生育期間を通

して含有率が低く，変化が少ない．

４，施肥量に対するサトウキビの窒素，りん

酸，カリの吸収は稲敬統士壊ではそれぞれ

８１％（30.5ﾙ９Ｎ／２０ａ），５８９６（7.8Ａ９

Ｐ２０５／１０ａ），２２９％（49.4A9／Ｋ２０/１０

ａ）であったが，国頭礫層造成地ではそれ

ぞれ49％（18.4ｈ９Ｎ/１０ａ），７％（３６

ル９Ｐ205／１０ａ），120％（31.8ｌＩ９Ｋ２０／

ｌＯａ）相当量であり，サトウキビの養分吸

収量と施肥量に対する吸収の割合とも土壊

によって著しく異なる傾向がみられた．

（５）大量増殖昆虫の品質管理法について

沖縄県農試：仲盛広明※，添盛浩，垣花廣幸

昆虫の大越増殖は限られた経費で最大の繁殖を得，よ

り多数の虫を生産することである．しかし，そのために

利用される人為的手段は累代飼育を重ねるにつれ虫自身

の標準的な行動パターンを変え，野外生息虫とは異なっ

た方向へ淘汰されて行くことが近年多くの研究者によっ

て指摘されていろ．このことは不妊虫放飼による害虫の

防除計画において，放飼虫が野外生息虫との競争に耐え

うるか否かということから，根絶計画の成否にかかわる

爾婆な問題である．

演者等は11i場のウリミバエ人Ｍ【増殖施設にあいて1975

年来，久米島におけるウリミパエ根絶事業の一環として

人逓増殖を行なって来た．しかし，近年野生虫と増殖虫

との間に活力の差がi認められるようになった．

①累代飼育を重ねた個体群は野外から採集した直後の

IIjM体群に較べ産卵鼓も多い．

②人工培地で16世代飼育を重ねた個体群（唾増殖虫16

1h代”と記述，以下同）と野外から採集し３世代カボチ

ャで増殖した個体群噸野生虫，，と記述，以下同）の野外

における分散力，生存率に差はなかったが，増殖虫30世

代と野生虫との間には差があった．また室内試験の結果

でも野生虫と増殖虫30世代間に寿命の差があった．

③低温に対する抵抗性試験の結果，野生虫と増殖虫30

11ｔ代では野生虫が強かった．しかし，１度野生虫と幼虫

の人工培地で飼育すると逆に増殖虫が強かった．

①．②の結果から大麺増殖昆虫は多産・短命型へと淘

汰されるようである．また③の結果は幼虫人工培地に対

する虫自身の馴れがその原因と思われろ．

（４）カボチャのモザイク病について

琉大農：与那覇哲義

県内各地においてカボチャのモザイ〈病の発生が増大

する傾向にある．とくに最近では，本病によって収iiliが

著しく減少し，また，多くの果実がコブ状病斑を生じ,ｌｉｉｌ，

質低下の要因となっていろ．

iHi昔は，今年，カボチャのモザイク病が大発LlLた'ｌｌ１

古下地'１１J，平良市および南風原村内における本病の病原

ウイルスについて実験を行ない，若干の知見を得たので

報告する．

ウィルスの検定は，病葉およびコブ状果実を接種原に

判別植物に汁液接種およびアブラムシ伝搬試験を行なっ

た．また，一部の供試ウイルスについては冠顕観察を行

なった．

下地町内の９病株I|可７株からカボチャ・モザイク・ウ

イルス（ＷＭＶ）が検出されたが，他２株は汁液伝染し

なかった．平良市上里の３病株からはすべてＷＭＶが検

出された．しかし，平良市久貝の４病株は'よ汁液伝染し

ない．また，同圃場の２個のコブ状果実も汁液伝染しな

かった．南風原村内の６病株中５株からはＷＭＶが検llI

されたが，他ｌ株はカボチャに局部えそ斑点を形成し，

全身的にモザイク症状を呈するが，ＷＭＶの病微とは机

運する．また，同村内で採取した４個のコブ状果実から

（６）パイナップル品種「タイ導入系」について

沖縄県農試：小那覇安優※，仲宗根福則

タイ国からのパイナップル''１i11種の導入は，1956年に

Dr，ＢＧｏｔｏがバタビア種として名護支場に導入した
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のが最も古く，その後1972年に同じバタピァ種として八

重山に多量の種苗が導入された．

1956年導入は，ハワイ系と比較して果実が小さいこと

から普及されなかった．

ところが，1972年導入は八重山で既存系統より著しく

増収することが報告された．その結果，タイ|刊からの種

苗導入による品種更新が具体的に進められ，1976年に

220万本，1977年に136万本の穂苗が導入された．

Ｉタイ国におけるパイナップル品種

主要栽培品種は,現在名でバタピア極(ジャカルタの旧

名Batavian）又はカルカッタ種と呼ばれ，この品種のFl1

では，果実が大きく，果皮色が濃緑色で緑熟するTadam

（黒目）と果実が小さく，果皮が黄金色のTaden（赤

目）の２系統があるといわれろ．

また－部地域では，インタラチット種又はテーパロッ

ト種とも呼ばれる在来種やQneen種（白種，シンガポー

ル種）が栽嬬されている．

Ｉ，タイ導入系の北部地域における特性

1956年導入をＴＨ-56,1972年以降の導入をＴＨ－７２

とした特性表現の差をみろと，ＴＨ－７２には有刺，多エ

イ芽，果肉白色，現地でナンプーンと呼ばれる葉裏面に

ロウ質のない系統等の混入が認められるが，平均的個体

はＴＨ－５６に酷似し，ハワイ系に比較すると次のような

形態的，生態的特性を示した．

ｌ，形態的特性

１）葉はいくぶん小さく，草姿は斜立する．

２）エイ芽，イポ，イポ芽の発生は少ない．吸芽の発

生は多く，生育も良好である．

３）果実は|｣｣とう形で，果重はハワイ系1.4～Ｌ５ｈ９に

対しタイ導入系は1.2～1.3A,でやや小さい．

２，生態的特性

ｌ）１１１蕾，収極が早く，早生品種である。

２）葉色および果皮色は濃緑色を呈し，緑熟の傾向に

ある．

３）果肉色は黄色で，クエン酸含量が低く，花しよう

病および裂果の発生が多い傾向にある．

これらタイ導入系の特性はCollins(1960）の報告にみ

るHilo種の特性と酷似し，品種分類上は，Cayenneの変

種Hilo繭であると思われろ．

また，タイ導入系の北部地域での濟及にあたっては，

混入している不良系統の淘汰はもちろん，これまで確認

された栽培上不利な特性について充分な検討が必要であ

る．

(7)温度を主にしたカトレアの栽培管理について

中部農林高校：徳本行雄

（スライドのみによる説明）


